
施策－基本事業管理シート（大船渡市）

施策10 防犯対策の推進 作成日：　平成21年7月24日 主管課名：　生活福祉部市民生活環境課 主管課長名：　寺澤　英樹

№ 施策名称 主管課 施策の対象
施策の

対象指標
施策の意図 施策の成果指標

実績値
(H17)

実績値
（H18）

実績値
（H19）

実績値
（H20）

単位
目標値
（Ｈ20）

目標値
（Ｈ21）

目標値
（Ｈ22）

取得方法
指標取得
主管課・係

算定式・取得先等 施策の２０年度目標達成度とその要因 施策の２２年度目標達成に向けての課題

成 234 成 231 成 228

目 230 目 225 目 220

施策の振り返り（施策の２０年度方針の達成状況）

目 79.0 目 82.0 目 85.0

№ 基本事業名称 主管課 基本事業の対象
基本事業の
対象指標

基本事業の意図
基本事業の成果指

標
実績値
(H17)

実績値
（H18）

実績値
（H19）

実績値
（H20）

単位 取得方法
指標取得
主管課・係

算定式・取得先等 基本事業の成果水準とその背景
基本事業の成果実績に対してのこれまでの

主な取り組み（事務事業）の実績

1
住民の防犯意識
の高揚

市民生活環境
課

①市民

②関係機関
①人口

①防犯に対して
意識や備えがあ
る

①出かけるときに
は、隣近所の人に
声をかけるようにし
ていると答えた市
民の割合

20.6 22.7 21.7 20.6 ％
市民アン
ケート

市民生活環
境課

・Ｈ20市民意識調査
（問6-(2)）あなたの、日常生
活の中で、取り組んでいる
ことはありますか？②防犯
等について
→3．出かけるときには、隣
近所の人に声をかけるよう
にしている　20.6％

①出かけるときには、隣近所の人に声を掛けるようにしていると答えた
市民の割合は、平成19年度21.7％から平成20年度は20.6％と若干減
少しているものの、ここ数年は、横ばい傾向である。
　割合が高い、綾里地域で27.6％、日頃市地域で24.7％、吉浜地域で
23.9％と、高いといっても約３割弱である。また、割合が低い地域では、
盛地域で12..8％、猪川地域で13.8％、赤崎地域で17.6％と、２割に満
たない状況にある。

・地域安全推進事業
⇒地域安全推進協議会を設置し、市内各種団体から推
薦された方々を委員に委嘱し、情報交換会を通じて、そ
れぞれの団体において、チラシ配布などの実践啓発活
動を行っている。また、市防犯協会連合会や気仙地区
防犯協会連合会に対して、補助金等を交付し、活動の
支援を行っている。活動内容は以下のとおり。
→子どもを守る活動（子ども110番の家の設置促進と支
援、防犯グッズの普及促進、防犯教室の開催
→無施錠被害防止活動（ホームページによる広報啓発
活動、チラシの作成・配布）
→少年非行防止と健全育成活動（岩手っ子いきいきサ
ポート作戦の推進）、地域安全ポスター・標語の公募、
「わたしの主張気仙地区大会」の開催
→広報啓発活動（｢防犯いわて｣「防犯けせん」の発行・
各地区の回覧、ホームページによる広報啓発、防犯ビ
デオの貸出し）

2
地域ぐるみの防
犯活動の強化

市民生活環境
課

①市民

②関係機関
①人口

①身近な地域で
防犯活動が行わ
れている

②犯罪を起こしに
くい環境になって
いる

①身近な地域で防
犯パトロールや声
かけなど地域安全
活動が行われてい
ると感じる市民の
割合

34.0 37.8 39.0 40.7 ％
市民アン
ケート

市民生活環
境課

・Ｈ20市民意識調査で取得
（問5）あなたの住まいに
なっている地域の防災や防
犯等について、日頃、どの
ように感じていますか？④
身近な地域で防犯パトロー
ルや声かけなど地域安全
活動が行われている
→そう思う　9.6％
→どちらかといえばそう思う
31.1％

①身近な地域で防犯パトロールや声掛けなど地域安全活動が行われ
ていると感じる市民の割合は、19年度39.0％、平成20年度40.7％と増
加している。
⇒その要因は、各地区防犯協会、防犯隊や各小中学校単位で実施し
ている見回り隊による防犯パトロールなどの活動状況や犯罪発生の実
態などについて、市広報や地元新聞への記事掲載、防犯チラシの回
覧等により、市民周知を図っており、こうした取り組みの表れと考える。

主な事務事業は、以下のとおり。
・地域安全推進事業
⇒市防犯協会連合会は、事務局を市民生活環境課に
置き、市内に犯罪のない明るく住みよい社会を構築し、
市民の防犯意識の高揚を図るとともに、自主的防犯体
制を確立するため、安全・安心の地域づくり活動の中心
的団体として、事業を行った。
⇒各地区防犯協会が中心となり、地区・地域公民館、
防犯連絡会、警察署など防犯関係諸団体等と連携を図
り、防犯活動、防犯座談会等を随時行った。
⇒各種集会及びチラシ配布や地元新聞への掲載等に
より積極的な鍵掛けの広報活動を行った。児童の防犯
意識の高揚、非行の防止を目的として、防犯について
話し合ったこと、体験したこと、感じたことなどを作文に
する「防犯ミニ作文コンクール」を行った。（20年度応募
総数1,592点）
⇒「岩手っ子いきいきサポート作戦」（平成18年4月1日
から平成21年3月31日）を推進するため「あいさつ運動」
を展開し、少年非行防止に取組んだ。
・防犯灯設置事業
⇒全国的な防犯意識の高まりから、地域から教育委員
会や建設課などに防犯灯の要望があり、17年度は54
基、18年度は73基、19年度は47基、20年度60基、４カ
年計で234基を設置した。
・地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業
⇒小学校児童の登下校時における安全確保をより一層
図るため、防犯に関する知識を有する人をスクール
ガード・リーダーとして委嘱し、市内全小学校の巡回指
導等を行っている。

・この施策は、現状の成果を維持し、コストを水準以下に削減するもの
に位置づけられている。
　全体的な事業費の見直し等により施策コストを抑制した。

・青色回転灯付車両による防犯パトロールが各地区の防犯協会のほ
とんどで実施されいているほか、スクールガードリーダーによる市内全
域の下校時間帯におけるパトロールが実施されいている。

①市内の刑法犯件数は、平成19年度は167件であったが、20年度は184
件と若干増加したものの目標値の230件を達成できた。
　刑法犯の内容は、万引きなどの非侵入盗や自転車盗などの乗物盗が
多く、無施錠の被害が大半を占めている。
　20年度に増加した要因は、広報啓発活動やPTA等による地域パトロー
ルが継続して行なわれているものの、自転車盗などの乗物盗や万引き等
の非侵入盗などの窃盗犯が増加していることから景気の低迷などが影
響しているものと考えられる。

②出かけるときは必ず戸締りをする市民の割合は、平成20年は、前年よ
り低下し、67.4％と目標の79.0％を達成できなかった。
　未施錠のため発生している乗物盗などの窃盗犯件数が上昇しているた
め、施錠等戸締りを意識付けるため、地元新聞や市広報等で、市民に情
報提供を行なっているものの鍵掛けの割合がいまだに低い状況にある。
　目標値に届かなかった要因として、当気仙地区では、古くから鍵を掛け
なくても大丈夫という意識を持っている方が多く存在する。この意識を変
えることが乗物盗などの窃盗犯を減らすことに繋がると考える。

成 75.0成 74.0

市民生活環
境課

業務取得

・Ｈ20市民意識調査
（問6-(2)）あなたの、日常
生活の中で、取り組んでい
ることはありますか？②防
犯等について
→１．出かけるときは必ず
戸締りをする　67.4％

市民生活環
境課

市民アン
ケート

防犯対策の推進

②出かけるときは
必ず戸締りをする
市民の割合

10

・平成20年の市内の刑法犯件数は目標値を達成してい
るが、侵入盗（H19：10件、H20：12件）、無施錠自転車盗
（H19：17件、H20：23件）は増加傾向にあるため、この部
分の広報啓発に努める。

・22年の刑法犯件数の目標値（抑止目標）を220件とし
ており、戸締りをしたり、少年、少女の深夜徘徊の防止
など、市民一人ひとりが意識して取り組むことで刑法犯
を少なくできるものであることから、防犯など地域安全
のための各種関係団体が情報を共有し、犯罪防止の活
動を一体となって取り組むことが重要である。

・各地区防犯協会や防犯隊が高齢化してきており、後
継者不足とともに、活動の低下が課題となっている。

・22年の「出かけるときは、必ず戸締りをする市民の割
合」の目標値を85％としており、鍵掛けや空き巣等の犯
罪事案については、市広報や地元新聞等へに記事掲
載をし意識啓発を図っているが、鍵を掛けなくても空き
巣には入られない、車上狙い等に遇わないといった、
ちょっとした油断や昔からの気仙地区特有の思い込み
意識が強くあるため、その意識を払拭することが重要で
あり、こうした住民への鍵を付ける、鍵を掛けることの大
切さを理解させることが課題である。

①犯罪から自分
を守れるようにす
る

①人口（17年３
月末住民基本
台帳人口＋外
国人登録人
口）

①市民
市民生活環
境課

件209①刑法犯件数
大船渡警察署からの年間
データから把握する。

％

成 73.0

184

67.4

240 167

69.6 71.071.0

施策・基本事業　【10】


